
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

   

  

 

 

令和６年９月２７日（金）発行  No. 12 文責 校長 合田 真晃 

 

 

 

 

 

 

愛国小学校の特色の一つである「食農教育」。愛国の自然や産業を生かし、保護者や地域と連携しなが

ら行われるこの学習は、縦割り班で行う農園活動を軸としながら、話し合い活動や発表会では国語の学

習での学び、「畑の先生」の協力を得て実際の畑や機械を見学させてもらう場面では地域の産業や気候の

特色といった社会科での学び、そして作物の成長段階では理科での学び、といったように、複数教科の

学習を関連づけることで、学びをさらに深めたり学んだことが活用できることを実感したりすることが

できる「教科横断的な学習」として、毎年見直しを加えながら行ってきています。そんな中、今年度の

学びの集大成とも言える、“収穫”“調理”“発表会”が先日行われました。 

まずは収穫。８月２９日に枝豆、９月６日にジャガイモ、１１日にミニトマトとニンジンの収穫を行

い、今年度の全ての作物の収穫が終わりました。昨年ほどの猛暑には悩まされなかったものの、なかな

かニンジンが発芽しなかったり、カメムシが大量に発生したりといろいろなことがありましたが、その

ような中でも、無事に作物の収穫までたどり着くことができたのは、畑起こしの段階からしっかりと子

どもたちを支えてくださった畑の先生である、澤邉さん、高橋さん、土田さん、伊東さんの協力のおか

げです。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、９月１８日には、全日本司厨士協会の協力を得て６人のシェフにお越しいただき、昨年度末

に子どもたちが考えたメニューを、農園で収穫した野菜をメイン食材としながらみんなで協力して調理

しました。調理の中では、シェフといろいろな会話をしながら作業を進めることができたため、単に調

理作業をするだけではなく、常に思考を働かせながら新たな気付きや発見が子どもたちにはたくさん生

まれていました。その後の会食と発表会では、保護者や地域の皆様にもお越しいただいて子どもたちが

心を込めてつくった料理を味わっていただいたり、これまでの学びの成果を見ていただいたりすること

ができ、大変充実した時間を過ごすことができました。 

このように貴重な学びを経験することができるのは、愛国ならではの風土のおかげです。愛国の風土

を形づくっている全ての人・もの・ことに感謝の気持ちでいっぱいです。秋の作物の素晴らしい実りと

同様に、子どもたちの学びが将来大きな実をつけることを願ってやみません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 火 水泳学習（記録会） 

２ 水 視力検査（５･６年生） 校区内清掃 

３ 木 
視力検査（１･２･４年生） 

乗物利用学習（３年生） 

４ 金 視力検査（３年生） 校区内清掃予備日 

５ 土  

６ 日  

７ 月 マラソン記録会（２校時） 

８ 火  

９ 水 マラソン記録会（予備日） 

10 木 札響コンサート（５･６年） 

11 金 ALT 乗物利用学習（２年生） 

12 土  

13 日  

14 月 スポーツの日 

15 火 職員会議 

16 水 ナウマン号 郷土体験学習（４年生） 

17 木 宿泊学習（５年生） 

18 金 
宿泊学習（５年生） ALT 

英検 ESG（６年生） 

19 土 放課後子ども広場 

20 日  

21 月  

22 火  

23 水 給食費納入日 

24 木 児童会⑧ 

25 金 ALT クラブ③ 

26 土 放課後子ども広場 

27 日  

28 月 学習発表会特別時間割開始 

29 火  

30 水  

31 木 図書ボラ読み聞かせ（中学年） 

 
 
 １２日～１８日は、七中エリアのノーメディ

アデーでした。この取組は、電子メディアとの

接触を減らし、家族団らんなどの時間を少しで

も増やすことをねらいとしたものですが、いか

がだったでしょうか。各家庭での取組の様子が

学校に届いていますので、取り組んでみての感

想をいくつかお届けします。 

（■は子どもの声、○は保護者の声です） 

■チャレンジする日じゃないときも進んでやっ

て、みんなでお話ができてうれしかったです。 

■これを毎日続けると目がよくなったり、頭が

集中できることがわかりました。これからも

ちょこちょこやってみようと思いました。 

■しっかり守れて外でパパと野球ができた。 

○テレビを消すと子どもの声がよく聞こえまし

た。今度から見ないときは消そうと思いまし

た。 

○ゲームの代わりにみんなでちょっと難し目の

折り紙をして遊んだのが楽しかったです。 

○こういった時間は大切だと思うので、これか

らも自主的にできたらなあと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 中学校に進学した際に同じ学校に通うことに
なる大正小学校の子どもたちとは、これまでも、
宿泊学習や修学旅行、乗り物利用学習などを一
緒に行うなどして交流を深めてきました。今年
度は、体力測定を一緒に行うなど、さらに交流
を深める取組を行ってきていますが、先日は、
５・６年生が乗り物利用学習のタイミングを使
って、大正小学校の子どもたちに一輪車の取組
を披露しました。それぞれが披露する技に驚き
の声が上がったり、大正小の子どもたちの体験
の場面では自然な交流が生まれて笑顔が広がっ
たりと、短時間ではありましたが有意義な時間
となりました。今後も、いろいろな工夫を行い
ながら交流を深めていきたいと思います。 
  

後期は２月 13～19 日となっていますが、期間にか

かわらず、時々取り組んでみるのもおすすめです。  


